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概要：読解・作文やプログラミングのプロセスを測定して分析する研究を調査して、測定対象と分析目的
との関係で整理して報告する。IT環境やデジタル教材の普及によって、これらの測定やデータ分析が容易

になってきた。これらの研究で測定する対象は、読解・作文では発話、ページめくり、キーストローク、

編集対象のワークシート枠などさまざまある。プログラミングでは、ペアプログラミングのチャット、プ

ログラムコードのテキストのスナップショット、コンパイルなどコマンドの実行履歴などがある。測定し

たデータを分析して推定する事象は、熟練度、自習の時期、行き詰まり、内容の整合性を取る編集操作な

どさまざまある。これらの研究はプロセスの測定・分析としては同様であるが、論文を簡単なキーワード

で串刺し検索して調べるのは難しい。本稿ではこれらの研究を、測定対象と、推定する事象や分析目的と

の関係で整理して報告する。
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1. はじめに

IT環境やデジタル教材の普及によって、読解・作文やプ

ログラミングのプロセスの測定やデータ分析が容易になっ

ているはずである。

これらの研究はプロセスの測定・分析としては同様であ

るが、論文を簡単なキーワードで串刺し検索して調べるの

は難しい。本稿ではこれらの研究を、測定対象と、推定す

る事象や分析目的との関係で整理して報告する。
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2. 文献に設定されたキーワード

「過程」を論じる論文であっても、「書く過程」に相当

する語 (「執筆プロセス」など)が共通するわけではなく、

「認知過程」があてられることもある。また全国大会など

キーワードが設定されない文献もある (表 1)。

2.1 測定対象と知りたいこと/分かったこと

直接測定する対象と、それによって知りたかったこと (目

的・目標)あるいは分かったことを、文章については表 2、

プログラミングについては表 3に整理する。

3. 考察

プログラミングでは、文章の、段落構成にあたる何かを
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表 1 文献に設定されたキーワード
文献 [3] keystroke logging, writing research meth-

ods, Inputlog, cognitive processes, multiple

sources

文献 [2] cognitive processes in text revision (推敲の認

知過程), recursive revaluation (再帰的な評価

の過程), skills in revision (推敲に求められる技

能), effects of computer supported systems (コ

ンピュータによる支援システムの影響), novice

and expert (初心者と熟達者)

文献 [4] 日本語学習者, 作文, 執筆過程, 文章産出過程, 推

敲

文献 [5] 作文, 執筆プロセス, 自己修正, 修正理由

文献 [7] 視線 (Gaze), アイトラッカー (Eye tracker), 書

く過程 (Writing Process), 板書 (Blackboard),

スライド (Slide)

文献 [14] アプリ開発, 書くことの苦手意識, 論理的文章,

「事実」と「意見」, 「画像」と「文章」

表 2 測定対象と知りたいこと/分かったこと - 文章

発話プロトコル 書き手の様々な判断や選択を支配する戦略、ガイ

ド [1] [12], 推敲の課程 [2]

アプリ操作 初心者と熟達者の違い [14], 読み手・書き手の判

断 [12]

キーストローク [3][5]

ペンストローク 停滞か所 [6], 漢字の筆順 [10]

表 3 測定対象と知りたいこと/分かったこと - プログラム

アプリ操作 読み手・書き手の判断 [11]

ペアプログラミ

ング時の手書き

注釈、チャット

ログ、ソース履

歴

システムの拡張や保守のためのソースコードの細

かな理解 [15]

読み取る・作り上げるプロセスを測定・分析する研究が見

当たらない。

プログラミングのプロセス測定・分析では、文章の読解

に該当するプロセスを測定・分析する研究が見当たらない。

1980年代、90年代は、実験室で測定したものを分析し

た。日々の学習・教育環境に適用するものではなかった。

1980年代、90年代の研究では、書き手の判断、判断の戦

略、推敲の仕方を身につけているか、などを発話プロトコ

ルによって見出した。最近の ITを駆使した研究では、そ

こに至っていない。[2]。

コンピュータ環境は 90年代よりも身近で使いやすくなっ

た、はずである。ディスプレイは大きく高解像度になった、

キーボードなど入力方法も多様で使いやすくなった、はず

である。
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